兵庫医科大学医学部医学科の小論文は，下線部説明問題，空所補充問題，課題文の文章の解決策などを述べる，などの出題となっております。 
最近４ヵ年の小論文のテーマは，以下のとおりです。

・2007

茂木健一郎『「脳」整理法』からの抜粋を読み、以下の問いに答えなさい。

問１

「セレンディピティ」について書かれた本文の要旨を、パラドックスに満ちた含意を説明しながら250字以内にまとめなさい。

問２

「セレンディビティ」を高めるにはどうすればよいか。自分の考えを500字以内で述べなさい。

（90分）

・2008

（一般１日目）

瀬戸一夫『科学的思考とは何だろうか-ものつくりの視点から』の抜粋を読み、以下の問いに答えなさい。

問１

本文中の科学の「控えめな客観性」という性格について300字以内で説明しなさい。

問２

本文の内容を踏まえて医学が科学であるかどうかについて500字以内で論述しなさい。　

（90分）

（一般２日目）

アインシュタインとインフェルト両博士の『物理学はいかに創られたか』からの抜粋を読んで，下線部の説明問題などに答えなさい。

（90分）

・2009

（一般１日目）

「ストレスは人間の不可避の宿命」とする厚生労働省が配布している「健康道しるべ」に疑問を呈する課題文を読み、以下の問いに答えなさい。

問１　下線部の理由を150字で説明しなさい。

問２　空所に適切と思われる語句を５字で入れなさい。

問３　下線部について本文趣旨から推定される可能性について150字で述べよ。

問４　本文にある「問いかけ」に対する自分の考えを400字で述べよ。

（90分）

（一般２日目）

一川誠『大人の時間はなぜ短いのか』からの抜粋を読み，問いに答えなさい。

問題１：下線（A）「昼間と夜間という時間の分節は，かつてほど人間の生活パタンを限定していない」の結果として，どのような事が引き起こされたと考えられるか。150字以内で述べよ。

問題２：（B）に，適切と思われる語句を５字以内で答えよ。

問題３：下線（C）における”均質化された「いま」”と”今しかあり得ない「いま」”について，本文の趣旨を踏まえて句読点を含めて150字以内で説明せよ。

問題４：下線（D）「どのように時間を分節化し，１日や１ヵ月，１年という期間を，意味のある時間にできるか」の対応について，”現代人をとりまく時間の問題”を踏まえてあなたの考えを400字以内で述べよ。

（90分）

・2010

（一般１日目）

大竹文雄『こんなに使える経済学』の中の杉本佳亮・中川雅央「少子化の歴史的背景」からの抜粋を読み，問いに答えなさい。
問題1：下線（１）について，教育が重荷である事例を本文から２つ選び，それぞれ５０字以内で概説せよ。

問題2：下線（２）について，なぜ，教育の義務化が人工転換をもたらしたのか，著者が考える理由を100字以内で述べよ。
問題3：下線（３）について，なぜ，公教育を権利と捉えるようになったのか，著者が考える理由を50字以内で述べよ。

問題4：下線（４）で述べられているグラフを完成せよ。横軸には「６５歳以上の人口の割合（％）」をとり，０％から２０％までとしなさい。縦軸には「高齢者給付金÷教育支出金」をとり，０から４までとしなさい。

問題５：下線（４）で述べられている社会現象が，どのような道筋で，どのような結果を導くと，著者は考えるのか。「道筋」を150字以内で，「結果」10字以内で述べよ。

問題６：空欄Aと空欄Bに適切と思われる語句を，それぞれ５字以内で答えよ。

問題７：少子化は，現在の日本でも深刻な社会問題である。なぜ少子化が社会問題なのかについて，あなたの考えを，解答用紙の「問題性」に，100字以内で述べよ。さらに，少子化の解決策を本文の趣旨に従って考え，解答用紙の「解決策」に，50字以内で述べよ。

（90分）

（一般2日目）

大竹文雄『経済学的思考のセンス』からの抜粋を読み，問いに答えなさい。
問１：金銭的インセンティブの重要性を100字以内で述べなさい。
問２：空所を50字以内で書きなさい。

問３：非金銭的インセンティブについて100字以内で述べなさい。
問４：人口転換とその後の経済発展について100字以内で述べなさい。

問５：空欄Aと空欄Bに適切と思われる語句を，それぞれ3字以内で答えよ。
問６：「金銭的インセンティブ」と「非金銭的インセンティブ」の相違についてそれぞれ100字以内で述べなさい。

問７：高齢化で確保しづらい教育予算をどう捻出するかについて200字以内で述べなさい。

（90分）

さて，皆様，お待ちかねの本年度の予想テーマですが，次のようなテーマにしました。
（一般１日目）

以下の文章を読み，問いに答えなさい。

　ほとんどの日本人にとっては，日本語の方が外国語よりもはるかに読みやすいはずである。もちろん私も例外ではない。それなのに私の場合，同じ本を読むのに訳本よりも原書の方がずっと読みやすいということもかなり多い。外国語で読むのだから時間はかかる。訳本のように斜め読みはしにくい。あちこちひっかかって辞書も引かなくてはならぬ。それでもなおかつ，原書を読む方が訳本を読むより楽なのである。読んでいて変な抵抗感がない。頭にすっきり入ってくるから，翻訳を読むときのように同じ箇所を何度も読み返して無理やり頭の中に押し込む必要がない。結局は時間の経済ということになる。

　私は最初，これは西洋語と文章構造が根本的に違う日本語独特の宿命だと考えていた。ところがこのごろ，事態はそう単純ではないことに気づくようになった。というのは，西洋語どうしの翻訳でも（１）全く同じ現象が認められることが判ったからである。私にとって一番読みやすい外国語はドイツ語である。そしてドイツでも，昔と違って翻訳書が随分多くなった。英語やフランス語の名著はたいていドイツ語で手に入る。私としてはいきおい，そういった本をまずドイツ語で読んでみようという気持が起きる。日本語訳よりもよみやすかろうし，誤訳の数ももちろんすくないはずだというわけである。ところが案に相違して，翻訳者独特の読みづらさはそうしたドイツ語訳でも全然同じことで，要するに日本語訳と読みづらさはちっとも違わないことが判ってきた。このことをドイツの友人に話したら，我が意を得たりといわんばかりに賛成してくれた。翻訳者のドイツ語はドイツ語とはいえないのだそうである。

　大体本に書かれている文章というのは著者がある一定のメッセージを伝えるために等しく選択される可能性のあったいくつかの文例のうちから一つを選択したものにすぎない。専門用語や重要な鍵概念を別にすれば，その他の多くの単語やイディオムについてはその選択にかなりの幅があって相当程度単語を入れ替えたり語順を組み替えたりしてもほぼ同じ意味内容が伝達されるのである。このことは，私たちが一定のテーマを与えられて文章を作るときのプロセスを考えてみればすぐ判ることだろう。実際に書かれた文章は，それとほとんど等しい資格をもって書かれるべきはずであった多くの文章とある程度まで交換可能な一つの可能性にすぎない。そこで何故に他ならぬこの一つの文章が選択されて書かれたかは，合理的な説明を寄せつけない一つのエニグマであり，著者がその国語に対してもっている感受性の機微に属することだからである。

　だから，いまもしある著者が二つの国語でそれぞれ同じ文章を書くことになったとすると，彼がそれぞれの国語に固有の「言葉」のようなものに対する繊細な感性を所有している場合には，（２）けっして同一の構造の（つまり逐語訳的に等価な）二つの文章を選択することはないであろうということがいえる。平易にいうと，彼は一つの国語で自分が書いた文章のもう一つの国語への逐語訳にはけっして満足しないだろうということだ。私自身，日本語とドイツ語では同じような趣旨の論文をいくつか書いてきたけれども，日本語のものをドイツ語に翻訳したりドイツ語のものを日本語に翻訳したりしようなどということは一度も考えたことがない。そんなことをするのは言葉に対する許すべからず冒瀆のように思ってしまうのである。

　翻訳書の読みづらさの一番の原因は，翻訳という営みが，原文に忠実で正確な翻訳であろうとする分だけ[A]に対する感性を殺さなくてはならず，逆に自国語をいつくしむ心をもつ分だけ[B]の意味を歪めなくてはならないという，宿命的なディレンマを内に含んだ悲しい作業だという点にあるのではないか。そして翻訳者とは，原著者にとっては到底耐えがたいであろう言葉に対する冒瀆を（３）原著者に代って引き受ける死刑執行吏みたいなものかもしれない。


問題1：下線（１）「全く同じ現象」の内容を30字以内で説明せよ。

問題2：下線（２）「同一の構造の（つまり逐語訳的に等価な）二つの文章を選択することはない」について，著者がそのように考える理由を100字以内で述べよ。
問題3：下線（３）「原著者に代って引き受ける死刑執行吏みたいなもの」と著者が考える理由を50字以内で述べよ。

問題4：空欄Aと空欄Bに適切と思われる語句を，それぞれ５字以内で答えよ。

問題5：翻訳に関して，あなたの考えを400字以内で述べよ。

（90分）

（一般2日目）

　以下の文章を読み，問いに答えなさい。

　カラオケ・バーの名歌手たちは，ただ歌を唄って楽しんでいるのではなく，あれはあれでコンテストを繰りひろげている気分ではなかろうか。大いにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くつろ),寛)いでいるように見えながら，実際は互いにちゃんと分をわきまえ，出番を心得て唄い演じているところなど，勤め先での上下関係が微妙に夜の時間にまで保たれているように思われ，家に帰ってからのその人の，どっとくたびれた顔つきまで想像されるような気がすることがある。私は騒音とヘンな日本語が高らかに唄われるカラオケ・バーにいると，どうしても気分が落ち着かない。勤務外の時間に歌を唄うこともまた仕事のひとつになってしまうというのが，実はこの（１）「車座」構造社会の必然なのである。その点では，日本中で大はやりの接待ゴルフと同じことだ。

　車座を組んで和気あいあいの集団を形成しているということは，別の見方からすれば－もちろんこれは（　A　）意ある見方とされるだろうが－互いに離反者や脱落者を出さないように監視し合っているということなのであろう。

　日本が「経済大国」に急成長したのは，言うまでもなく日本人の勤勉さ，律儀さ，忠誠心，向上心その他のすぐれた意欲のおかげであって，私たちはそれを誇りとすべきである。けれどもまた，それらの要素はすべて，容易に排他性と結びつくことを，はっきり認める必要がある。たとえば，今後必然的に起こるであろうことの一つとして，自分たちと同じペースで仕事をすることのできない外国人労働者が，この車座集団の中にたくさん入ってきた場合のことを考えてみれば思い半ばに過ぎるものがある。車座のウチ側の人間同士では実に寛大で相互扶助精神に富んだ者たちが，一転，恐ろしく気難しい，EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ごうまん),傲慢)，EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かこく),苛酷)，狭量な人間に変じてしまうという事例は将来少なからず生じることになるだろう。

　かく言う私自身のことを考えてみた場合でも，私は自分がそのような傾向を（　２　）。それが恐ろしく，また不気味である。

　日本人がかつて示したファナティックな排外主義の激発は，少しも（　B　）のものになったわけではない。車座を組んで結束を固めるという根本原理が現実に強く生きている社会は，そのままでファナティシズムの君臨する社会に変身できるだろう。（３）現在の日本が幸いにもそのような社会になっていないのは，今のところ私たちが「金持ち喧嘩（けんか）せず」という諺に言われているような生活感覚を，かなり普遍的に持っているためにすぎないと私は思っている。しかし，この状態が十年後にどう変っているか，まさに神のみぞ知る。


問１：傍線部（１）の特質について，100字以内で述べなさい。
問２：空欄（２）を25字以内で埋めなさい。

問３：傍線部（３）について，なぜ排外主義の激発を防止しているのか，100字以内で述べなさい。
問４：空欄Aと空欄Bに適切と思われる語句を，それぞれ３字以内で答えよ。
問５：外国人労働者が日本に入ってくることに関して，医師の観点からあなたの考えを700字以内で述べなさい。

（90分）

すばらしい解答を期待しています。
[受講申し込み方法]
・入塾金：無料
・受講費：３，０００円（税込み）×模試の数（一般１日目，一般２日目，両日，のいずれか）
１　　お申込み
別紙に，模試添削希望，郵便番号，住所，氏名，電話番号等をなるべく詳しく明記して，現金書留に「添削料金３，０００円×模試の数」と「原稿用紙に書いた解答」を送付してください。
２　　領収書
　領収証は、確認メールや各種郵送物の不着等が発生した場合の予防策として、受講終了時まで御手元に保管いただきますようお願い致します。
３　　添削の返却
　　　可及的速やかに返却しています。受信日当日を目標に返却しています。
